
ケ
ン

米
出
家
し
、
金
締
高
峰
寺
天
恭
の
徒
弟
と
な
り
、
明

治
初
年
行
脚
し
て
京
都
南
部
寺
の
術
堂
に
掛
錫
し
、

蓬
州
に
参
蹄
入
室
し
、
蓬
州
露
化
の
後
法
嗣
百
梁
来

蛍
に
随
身
容
究
し
、
六
年
蹴
倒
し
て
一
た
び
高
能
寺

に
住
験
し
た
が
、
宥
司
に
事
務
を
托
し
て
南
開
寺
に

蹄
錫
L
、
大
に
修
壌
に
勉
め
、
十
三
年
様
少
欝
義
に

補
せ
ら
れ
、
十
四
年
高
巌
寺
を
僻
し
た
。
此
の
年
の

秋

E
撲
は
病
あ
っ
て
併
堂
を
鯨
席
し
た
か
ら
、
宗
般

は
山
城
八
嶋
岡
田
刷
寺
に
鞠
錫
し
、
伽
山
に
害
調
L
、

十
五
年
春
東
京
諜
仰
場
の
諸
に
臨
じ
、
十
六
年
夏
飯

山
、
十
七
年
秋
肥
後
熊
本
見
性
寺
見
枠
.
諜
岳
の
養
子

と
な
り
、
見
性
宗
般
と
殴
め
、
二
十
五
年
冬
そ
の
佐

取
と
な
り
、
三
十
一
年
春
岡
稿
寺
の
術
蛍
に
移
艦
L
、

四
十
一
年
四
月
京
都
大
徳
寺
の
管
長
に
任
ぜ
ら
れ
、

大
正
十
一
年
十
ご
月
二
十
三
日
逢
に
入
寂
し
た
。
亭

年
七
十
玩
歳
。

ケ
ン
シ
ョ
ウ
ポ
ウ
賢
建
坊
石
川
郡
美
川
に
在

っ
て
、
提
言
宗
に
鹿
す
る
。
山
駿
は
千
鉢
仰
山
。
初

め
石
川
禅
寺
中
に
厨
て
、
佐
那
武
観
脅
を
安
置
し
た

が
、
殴
長
六
年
金
持
卯
医
山
に
移
り
、
明
治
サ
六
年

更
に
今
の
地
に
縛
じ
た
。

ケ
ン
ジ
ヨ
ウ
モ
ノ
献
上
物
ハ
一
〉
加
賀
藩

l
加

賀
務
が
幕
府
に
献
上
す
る
金
品
と
し
て
、
第
永
武
鑑

に
掲
げ
る
も
の
は
次
の
諮
り
で
あ
る
。
年
始
・
八
期

御
太
万
金
馬
代
。
端
午
・
重
陽
・
歳
暮
御
時
服
。

E
周

三
日
御
否
痩
高
砂
押
。

E
B怨
盟
劇
。
ご
用
生
絹
。

三
用
館
筋
・
純
海
苔
。
四
用
鰯
筋
・
海
雲
・
生
御
肴
領

閥
之
初
鯖
。
五
用
調
野
干
瓢
・
館
晦
・
串
海
鼠
・
紅
葉

海
苔
。
暑
中
高
粉
・
蔵
粉
。
六
周
輪
島
索
楚
・
鯖
子
・

鰍
筋
・
清
水
米
・
干
狗
脊
。
七
用
六
日
御
鱒
代
黄
金
、

七
月
鰯
二
百
さ
し
・
五
郎
丸
布
・
串
海
鼠
。
廊
凶
御
穂

絹
・
二
積
一
荷
・
干
鱈
・
紅
葉
掘
苔
。
八
用
鰍
筋
。
九

月
島
海
苔
・
干
狗
脊
・
麹
債
蛸
。
十
周
御
茶
・
銅
。
十

用
大
事
部
・
御
手
綱
・
象
限
御
鏡
、
右
三
品
の
内
一
品

を
年
替
に
献
上
。
十
周
初
舗
・
初
鰐
・
御
限
・
繰
・
御

領
凶
之
初
能
。
十
一
周
御
腿
鴨
・
観
鮎
・
探
野
牛
努
。

怒
中
館
筋
・
串
海
鼠
。
十
二
月
松
百
俳
・
鰐
切
街
。

右
之
外
月
次
之
献
上
サ
三
品
之
内
出
来
託
脅
代
る
代

る
献
上
。

合
一
〉
大
型
寺
務
!
大
型
寺
務
の
年
中
献
上
物
と
し

て
、
認
永
武
鑑
に
総
せ
ら
れ
た
も
の
は
次
の
泊
り
で

あ
る
。
年
始
・
八
朔
御
太
万
金
持
代
A

端
午
・
軍
陽
・

援
募
御
時
服
。
一
一
月
蒸
鯨
。
流
用
刺
鰯
。
暑
中
瀬
越

関
辛
・
認
粉
。
七
用
六
日
御
鯖
代
白
銀
。
在
者
御
穂

象
限
御
鍛
・
干
劇
。
八
月
鰍
筋
。
怨
・
巾
関
脇
。

ケ
ン
シ
ン
ヅ
カ
隷
信
塚
鴎
京
地
…
新
附
に
在
る
。

能
菅
名
跡
志
に
、
『
此
村
に
謙
信
塚
と
て
、
一
里
塚
の

如
き
探
あ
り
。
古
木
の
榎
木
一
本
あ
り
。
折
々
日
比
探

の
内
能
動
す
る
こ
と
あ
り
。
是
誠
億
家
院
に
有
坂
備

中
と
い
ふ
者
、
三
崎
へ
舟
に
て
渡
・
り
、
七
尾
の
掛
手

へ
向
ふ
べ
き
手
分
な
り
し
に
、
追
手
の
勢
と
手
配
よ

り
早
〈
者
肪
し
て
、
道
々
低
逆
L
て
討
取
る
mm
の
首

探
な
り
o』
と
あ
る
。
然
る
に
貨
永
元
年
…
暗
記
に

は
、
謙
信
方
の
軍
が
三
崎
ヘ
上
限
L
て
雨
泌
し
た
の

を
、
長
約
訟
が
遜
撃
し
て
討
取
っ
た
敵
隠
を
剛
健
し

た
所
と
す
る
。
何
れ
に
し
て
も
儒
を
措
き
鍵
い
。

ケ
ン
ス
イ
見
推
羽
咋
郡
今
滋
の
俳
人
。
部
タ

庭
と
脱
す
る
。
見
風
門
下
の
高
足
と
都
せ
ら
れ
、
明

和
四
年
信
甲
相
武
に
潜
ん
で
、
市
町
郷
の
後
東
茂
ど
り

を
刊
行
し
た
。

ケ
ン
セ
イ
懸
制
ハ
一
〉
金
部
腐
と
大
型
寺
勝

l

明
治
二
年
六
周
十
七
日
加
賀
・
大
型
寺
・
笛
山
三
鴇
慨
を

麗
し
、
改
め
て
金
搾
・
大
型
寺
・
笛
山
滞
や
・
置
き
、
醤

滞
侯
を
務
知
事
と
し
て
〈
大
理
寺
務
知
事
は
十
八
日

任
命
〉
管
僻
せ
し
め
た
が
吋
四
年
七
月
十
四
日
文
滞

を
援
し
て
、
金
・
探
p

大
事
寺
・
富
山
三
腐
を
芭
い
た
。

そ
の
.
鼠
峨
凡
ペ
て
和
国
の
如
〈
、
金
縛
膝
は
加
賀
闘
能

美
郡
大
部
分
・
石
川
部
・
剥
北
部
、
能
脅
凶
大
部
分
、

越
中
凶
磁
波
郡
・
射
水
郡
・
新
川
郡
大
部
分
と
し
、
大

型
寺
膝
は
加
賀
附
江
泊
榔
・
能
楽
部
一
部
と
し
、
富

山
臓
は
蛤
巾
附
紛
到
郷
・
新
川
部
…
認
で
あ
っ
た
。

こ
の
年
十
一
月
二
十
日
殴
め
て
加
賀
閥
一
間
ハ
白
山

山
錯
そ
除
く
〉
合
金
搾
膝
と
し
、
大
禦
寺
膝
脅
践
し

た。C
一
〉
飛
跡
膝
・
高
山
脇
・
七
尾
臓
!
明
治
元
年
三
月
六

日
能
奇
凶
の
鶴
幕
府
直
僻
領
及
び
土
方
領
を
、
般
に

前
川
氏
の
管
制
た
ら
し
め
、
そ
の
土
方
領
は
五
周
十

九
日
土
方
民
に
滋
附
し
た
が
1

三
年
五
月
サ
二
日
に

緊
り
共
に
飛
騨
臓
に
併
せ
、
附
し
て
飛
関
脇
は
六
周

一
一
日
高
山
腐
と
改
め
ら
れ
た
。
図
っ
て
高
山
膝
支
挺

脅
岡
京
郡
大
町
に
駒
山
い
た
。
次
い
で
四
年
十
…
月
二

十
日
笛
金
搾
臓
で
あ
っ
た
能
菅
同
大
邸
分
と
越
中
凶

射
水
郡
と
、
高
山
鯨
に
鴎
し
た
能
資
凶
一
部
と
を
併

せ
て
七
尾
膝
・
を
鰐
一
き
、
越
市
凶
嘱
波
郡
・
婦
貞
樹
・
新

川
部
宇
一
以
て
新
川
勝
と
し
た
。

会
一
)
石
川
勝

l
明
治
況
年
二
月
二
日
金
持
膝
を
.
石
川

勝
と
構
し
、
叉
石
川
端
本
吉
村
を
美
川
町
と
殴
め

て
、
麟
雌
を
こ
L
に
移
し
、
サ
二
日
開
艇
の
典
を
暴

げ
た
。
新
腕
名
は
榔
名
か
ら
探
ワ
た
の
で
あ
る
。
同

年
九
月
什
抗
日
七
路
線
売
機
し
、
加
賀
ハ
白
山
山
麓

-v・
除
〈
)
・
能
積
一
一
凶
者
以
て
石
川
膝
の
所
僻
と
し
、

新
川
鯨
に
射
水
川
仰
を
加
へ
て
越
中
一
凶
を
管
制
せ
し

め
、
十
一
月
十
七
日
叉
加
賀
の
白
山
山
麓
を
足
羽
膝

か
ら
捌
い
て
石
川
鯨
に
鴎
せ
し
め
た
。
六
年
一
周
十

四
日
石
川
膝
雌
そ
金
滞
鹿
坂
遁
に
移
し
、
同
月
三
十

日
間
憾
の
式
が
行
は
れ
た
。
九
年
四
周
十
八
日
新
川

臓
を
贈
し
、
加
賀
・
能
mm
・
越
巾
三
凶
を
石
川
腐
に
邸

せ
し
め
、
自
山
に
官
吏
出
張
所
を
芭
い
た
。
入
居
サ

一
日
叉
曲
品
質
膝
を
援
し
、
そ
の
申
越
前
倒
坂
井
・
南

二
八
四

保
・
丹
生
・
足
mm
・
大
野
・
今
立
・
吉
田
七
都
を
石
川
勝

に
屈
せ
し
め
、
調
弁
に
官
吏
出
狼
腕
を
置
い
た
。
九

且
サ
一
日
富
山
及
び
扇
弁
の
官
吏
出
張
所
を
富
山
支

麗
及
び
縞
井
支
膨
と
し
、
十
一
且
一
日
富
山
支
艇
の

射
水
郡
を
石
川
膝
本
艇
に
於
い
て
直
備
す
る
こ
と
に

し
た
。
後
十
四
年
ご
月
七
日
新
た
に
鵡
井
腐
を
芭

き
、
石
川
原
よ
り
湖
き
た
る
越
前
七
郡
と
、
滋
賀
廓

よ
り
捌
き
た
る
越
前
・
若
狭
と
を
之
に
屈
せ
し
め
、

十
六
年
五
周
九
日
叉
箇
山
燃
を
建
て
、
越
市
…
闘
を

石
川
麟
よ
り
之
に
移
し
た
。
是
に
於
い
て
石
川
鯨
は

加
賀
・
能
菅
を
管
轄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ハ
四
〉
白
山
山
館

l
白
山
嶺
上
は
も
と
越
前
平
泉
寺
の

管
輸
で
、
そ
の
山
麓
十
八
ヶ
村
は
幕
府
の
貰
輪
地
で

あ
っ
た
が
、
明
治
三
年
十
二
周
サ
二
日
政
府
は
凡
べ

て
之
を
本
保
臓
の
所
国
と
し
た
。
本
保
膝
は
越
前
丹

生
郡
本
保
を
鐙
艇
の
地
と
し
、
同
凶
内
の
鶴
幕
府
直

轄
地
及
び
預
地
を
支
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
に

本
保
腐
は
同
年
十
一
周
二
十
日
麗
せ
ら
れ
た
か
ら
、

白
山
山
箆
は
他
日
そ
の
腕
臨
の
確
定
す
る
に
京
る
ま

で
、
般
に
嗣
井
鯨
の
管
制
と
せ
ら
れ
た
0

.耐
し
て
嗣

弁
膜
は
十
二
月
廿
一
日
足
羽
腐
と
殴
稽
せ
ら
れ
た
る

を
以
て
、
白
山
山
麓
も
亦
所
属
膝
名
の
麓
じ
た
こ
と

勿
論
で
あ
る
。
次
い
で
五
年
四
月
十
三
日
足
羽
臓

は
、
こ
の
地
方
を
足
期
初
勝
又
は
石
川
腐
の
何
れ
か
に

決
定
せ
ん
こ
と
を
大
務
省
に
求
め
た
が
、
大
蔵
省
は

爾
牒
を
し
て
賀
地
に
裁
き
調
査
せ
し
め
た
後
そ
の
意

見
を
徴
し
、
太
政
官
よ
り
五
年
十
一
周
十
七
日
附
を

以
て
、
嶺
上
及
び
十
八
ヶ
村
全
部
を
石
川
腐
能
美
郡

に
鹿
せ
し
め
る
こ
と
を
指
令
し
た
。

ケ
ン
セ
イ
額
替
部
は
粂
順
。
謹
惑
の
第
四
男
、

諮
如
の
孫
で
、
明
腿
八
年
を
以
て
生
ま
れ
、
資
名
を

光
麗
丸
と
い
ひ
、
後
に
光
玉
丸
と
改
め
た
。
公
お
は

侍
従
。
光
岡
坊
と
も
帯
す
る
。
長
鬼
蓮
能
の
法
嗣
と

.. 


